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今回の新型コロナウイルス感染症の経済への影響は、リーマンショックを超えると言われており、極

めて厳しい状況にあると認識している。 

貿易においては、輸出が急速に減少し、５月の貿易統計（財務省発表）では、輸出が前年同月比でマ

イナス２８．３パーセントとなっている。 

輸入においては、下げ止まりつつあるとのことだが、同じ５月の前年同月比でマイナス２６．２パーセ

ントと厳しい状況には変わりはない。 

国はかつてない規模の財源を捻出し対応を図るため、特別定額給付金の支給や雇用調整助成金な

ど新型コロナ対策を打ち出している。本市においても6月定例会で約71億円の新型コロナ対策を追加補

正したところであるが、国や地方自治体の各種施策の成果が一日も早く浸透し、厳しい状況から脱却し、

回復に向かうことを強く期待している。 

さて、新型コロナウイルスに対応するため、これまでと違った働き方や新しい生活様式などを取り入

れた。時差出勤、在宅勤務、テレワークなど、これまで日本社会の課題であったものの、進展しなかった

ものが、社会実験のような形として多く体験できたといえる。 

感染症に対峙するため、人との接触を避け、遠方から連絡を取り合う手段として、特に、ICTの活用

は目覚ましいものがあった。政令指定都市市長会では初めてWEB会議が開催され、私も新潟に居なが

ら会議に参加した。ICTを活用しながら、感染拡大防止のために取り組んできた「人の移動や接触機会

を減らす」方式が継続される可能性は高く、今後もICTの活用が、更なる進化を遂げることは間違いない。

こうした動きは、仕事や生活において、利便性を高め、効率化を図るためのチャンスでもある。 

これからは、感染拡大の防止策を講じながら、本格的な経済再生に向けて活動を本格化させていくこ

ととなる。既に、飲食店等でもソーシャルディスタンスを確保した座席の確保や換気を行い、スーパー等

でも飛沫防止のスクリーンを設置するなど、社会全体で感染防止対策に着実に踏み出している。 

再び感染が拡大すると、経済が回らなくなり、社会が停滞してしまう。本市も引き続き、PCR検査の拡

充や医療提供体制の確保をしっかり行い、気を緩めることなく、第二波へも備えていかなければならな

い。 
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令和２年６月２０日（土）に「写生大会 第17回 ＫＯＢＥみなとの絵大賞」が神戸港中突堤周

辺で開催されました。この写生会は、NPOグランドアンカーが主催し、子どもからお年寄りまで

が一斉に神戸港の風景を描く年齢層の広い参加者で賑わう全国でも珍しい写生会です。今年は、



 

コロナ対策も準備万端！ 写生会の様子 

新型コロナウイルスの影響で、不要不急の外出自粛要請等で開催が危ぶまれましたが、当日は、

天候にも恵まれて、写生会参加者やカップル、家族連れの姿が見受けられ神戸のみなとに賑わい

が戻りつつありました。 

神戸港湾事務所からは、被写体として海面清掃兼油回収船「Dr．海洋」が参加しました。 

また、新型コロナ感染拡大防止対策として、 

① 例年行っている海面清掃兼油回収船「Dr．海洋」船内の一般公開は中止、 

② 事業説明等のパネル展示は3密を避けるため間隔を空けて展示、 

③ スタッフは、マスク、手袋着用(パンフレット配布時)の取り組みを行いました。 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●敦賀港でコンクリートブロックに絵を描こう！！ 

  （福井県 嶺南振興局 敦賀港湾事務所 工務課） 

 

令和２年６月２２日（月）、港や土木工事に親しんでもらう目的で、離岸堤工事に使用するコ

ンクリートブロックに絵を描いてもらう取り組みを行いました。お絵描き体験には現場近くの松

乃栄保育園の園児２３名が参加しました。 

ブロックは高さ１．５メートル、幅４．５メートル、奥行き２．５メートルで、園児は広大な

『キャンパス』に様々な色のペンキを使い、動物や花などを描きました。ブロックは８月下旬に

工事に使われ、海中に沈められます。 

今回、保育園側と十分な協議を行い、新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、密になら

ないよう２班に分けて実施、体温チェック、アルコール消毒、刷毛の貸し借りがないよう１人当

たり５本用意、ポリカーボネート板で絵を描く場所を区切り、距離をとるなどの対策を行いまし

た。コロナ対策をした現場見学会の新しい見本になれば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

絵を描く園児 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園児集合写真             ポリカーボネート仕切り版 

 

 

●伏木富山港「みなと出前講座」の開催 

（北陸地方整備局 伏木富山港湾事務所） 

 

６月１１日（木）富山県内の小学校において、港の役割や日本の貿易ついて学習する「みなと

出前講座」を開催しました。伏木富山港湾事務所では、例年地元自治体と連携して、地元の小学

生を対象に「伏木富山港」の見学会と併せて「みなと出前講座」を開催していますが、今年度は

新型コロナウイルスの影響により見学会が中止となったため、当事務所の職員が小学校を訪問し

て授業を行う「みなと出前講座」のみを開催しています。 

当講座は、「みなとの役割」や「日本の貿易」、地元の港「伏木富山港」等を学習する内容と

なっており、説明の途中でクイズを交えるなど、多くの児童に関心を持ってもらえるように工夫

しています。講座では、児童が元気良くクイズに回答したり、給食の食材や衣料など身近なもの

が輸入されていることを知り驚いていました。 

今後も多くの児童が「みなと」に関心を持っていただけるように、わかりやすく親しまれる広

報に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出前講座の様子             クイズに回答する児童たち 

 

 

 

 

 

 

 



 

●『四国港湾ビジョン２０４０ ～「効・創・適」 新しい港の様式～』を策定 

（四国地方整備局 港湾空港部 港湾計画課） 

 

四国地方整備局では、１０年から２０年後の将来を見据え、「港湾による物流・人流の高度化」

と「港湾空間の活用による付加価値力の創出」により四国の持続可能な発展を実現するため、今

後特に推進すべき施策（３本柱）、「①労働力不足に立ち向かう港湾」、「②地域に新たな価値

を産み出す港湾」、「③自然環境の変化に対応する港湾」等をまとめた『四国港湾ビジョン２０

４０～「効・創・適」新しい港の様式～』を令和２年６月３０日に策定しました。 

 ３本柱の施策としては、次の取り組みを進めていきます。 

柱①：フェリー・ＲＯＲＯ船の大型化及びそれに伴うヤード不足等に対応するため、立体化タ

ーミナルや港湾空間の再編等の施設整備、及びリモート化・省人化等の技術の導入促進

等 

柱②：ヒトやモノの交流促進等により既存の産業に新たな付加価値を創出するため、臨海部に

おける定住・交流人口の拡大、及び新たな設備投資の誘発に向けた港湾空間の確保や港

湾機能の強化・再配置等 

柱③：南海トラフ地震や気象災害への対応及び「ＳＤＧｓ」等の地球環境に関する国際目標に

貢献するため、臨港道路の嵩上げ等による多重防護、災害の規模に応じた段階的な対策

の検討、及び浚渫土砂や産業副産物等の利用促進等 

今後は、３本柱の施策の効果を最大限発揮するために、各柱における施策を連携させつつ、

各港の特徴や地域性等の実情に応じて、国、自治体、民間事業者等が一体となり、施策の着実

な実施を図っていきます。 

詳しい情報はＨＰをご覧ください。 

・四国港湾ビジョン検討委員会 

https://www.pa.skr.mlit.go.jp/general/policy/vision.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           ①労働力不足に立ち向かう港湾イメージパース 

 

 

 

 

 

 

 

 

②地域に新たな価値を産み出す港湾        ③自然環境の変化に対応する港湾 

イメージパース                            イメージパース 

 

 

 

会場全景 



 

完成した「東京港海の森トンネル」 

開通直後の様子 位置図 

●「東京港海の森トンネル」が開通しました！ 

（関東地方整備局 港湾空港部） 

 

6 月 20 日（土）、「東京港臨港道路南北線（東京港海の森トンネル）」が開通（※）しました！ 

このトンネルは、国際コンテナ戦略港湾である京浜港の一翼を担う東京港において、中央防波堤地

区の新しいコンテナふ頭の貨物需要に適切に対応し、東京港全体の物流機能を強化するため、関東地

方整備局東京港湾事務所が整備を進めていた海底トンネルです。 

 海上部は、鋼製の殻（鋼殻(こうかく)）とコンクリートからなる沈埋函(ちんまいかん)を海中に沈めて接

続する「沈埋トンネル工法」を採用しており、全部で 7 つの沈埋函を海底で接続しています。また、1 函あ

たりの長さは 134m であり、国内でこれまで製作された沈埋函の中では最長です。 

このトンネルの名称については、昨年８月より一般公募を行い、ご応募いただいた延べ 1,770 件もの

名称案の中から、同年１２月に「東京港海の森トンネル」と決定しました。 

※東京都が整備を進めていた「海の森大橋」も「東京港海の森トンネル」と同時に開通しました。
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